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第
６
次
町
総
合
計
画
と
小
平
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
は
、
と
も
に

住
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
基
に
策
定
さ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

町
が
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、

一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
１
番
目
で
あ
る
起
業
化
支
援
の
強
化
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

二
、
学
校
教
育
充
実
の
中
に
あ
る
給
食
地
元
食
材
活
用
事
業
で
、
現
状
40
％

の
使
用
率
を
60
％
に
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
現
状
は
ど
の
よ
う
な

食
材
を
使
用
し
、
将
来
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
。

三
、
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
に
対
す
る
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

Ａ　

米
飯
給
食
の
実
施
に
向
け
試
行
し
た
い

町　

長　

関　
　
　

次　

雄　

一
、
地
域
活
性
化
の
推
進
に
お
い
て
は
、
多
様
な
事
業
が
混
在
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
で
の
多
様
な
起
業
化
は
難
し
い
。
農
漁
産
物
を
活

用
し
た
６
次
化
産
業
や
観
光
振
興
分
野
で
の
起
業
化
推
進
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
小
平
町
商
工
会
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
連
携
し
国
や
道
の
制
度

を
活
用
し
支
援
し
た
い
。

二
、
給
食
地
元
食
材
活
用
事
業
で
は
現
在
、
小
平
牛
、
ル
ル
ロ
ッ
ソ
、
メ
ロ
ン
、

タ
コ
、
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
な
ど
を
使
用
し
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。
管
内
一
を

誇
る
良
食
味
米
を
使
用
し
た
米
飯
給
食
を
30
年
度
よ
り
週
一
回
程
度
試
行

し
た
い
。
ま
た
米
飯
給
食
の
完
全
実
施
に
向
け
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
築
を
34
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

三
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
限
定
と
し
た
施
策
は
な
い
が
、
ま
ず
は
生
活
の
糧
と
な
る

産
業
基
盤
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
。
町
で
は
幼
稚
園
、
保
育
園
の
無
料
化
、

乳
幼
児
等
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
の
、
子
育
て
支
援
が
最
も
有
効
な
施
策
と

考
え
て
い
る
。

Ａ　

公
共
的
役
割
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要

町　

長　

関　
　
　

次　

雄　

一
、
農
地
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
規
模
拡
大
に
対
応
で
き
る
、
農
業
基
盤
の

再
整
備
や
、
畜
産
振
興
の
た
め
の
公
共
的
役
割
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
規
模
拡
大
ば
か
り
で
な
く
、
農
家
戸
数
の
確
保

も
大
前
提
な
の
で
、
新
規
就
農
希
望
者
の
受
入
れ
に
向
け
、
離
農
跡
地
へ

の
就
農
の
仕
組
み
作
り
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
、
新
規
就
農
者
も
含
め
た
後
継
者
が
、
夢
と

希
望
を
も
っ
て
就
農
で
き
る
環
境
を
整
え
、
小
平
町
農
業
を
将
来
に
引
き

継
ぐ
べ
き
有
効
な
施
策
を
、
段
階
的
に
と
っ
て
ま
い
り
た
い
。

一
、
農
地
の
保
全
・
担
い
手
の
確
保
等
、
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

Ｑ　

地
場
産
食
材
の
給
食
使
用
率
は

山　

内　

議　

員　

Ｑ　

農
地
の
保
全
と
担
い
手
確
保
を

前　

崎　

議　

員　


